
第２期草津市学校教育情報化推進計画
令和４年度の主な取組について（中間報告）

資料３



基本目標１ （1）New草津型アクティブラーニングの推進
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令和２年度からは、これまでの「草津型アクティブ・ラーニ
ング」を土台として、ＧＩＧＡスクール構想により１人１台端
末を持つことで、デジタル教材（ＩＣＴ）をいつ、どのように
使うか自分自身で考えながら個別最適に活用し、より質の高い
主体的・対話的で深い学びを行う授業を「Ｎｅｗ草津型アク
ティブ・ラーニング」として推進している。

１．Ｎｅｗ草津型アクティブ・ラーニングとは ２．モデル授業の実施

「Ｎｅｗ草津型アクティ
ブ・ラーニング」がめざす
具体的な授業を先行して実
施する。協働学習でのＩＣ
Ｔ活用の「充実を目指す。

小６ 理科 ９ｈ 物をもやすはたらき ルーブリック評価、ジグソー法を使った深い学び

中２ 理科 １５ｈ 生物の体をつくるもの Teams を使った双方向の意見交流による深い学び

小６ 理科 ９ｈ 水溶液の性質（実施中） フローチャートを使った深い学び

３．GIGAスクール草津スタイル（冊子）の配布

「Ｎｅｗ草津型アクティブ・ラーニング」の概要、授業実践例などを掲載した
GIGAスクール草津スタイルを全教職員に配布した。

「Ｎｅｗ草津型アクティブ・ラーニン
グ」では、教師は、個別最適な学びの
まとめ役（ラーニング・オーガナイ
ザー）として、様々な資質・能力の向
上を図る。

ジグソー活動 双方向の意見交流

冊子

R4 全国学力・学習状況調査 調査結果より

４．成果
・小中学校共にモデル授業を実施することができた。
・啓発に活用する可視化したデータ（動画、アンケート、冊子など）をまとめることができた。
・様々な教科でのモデル授業の取り組みを検討する必要がある。



基本目標３ （2）教員間におけるICT活用格差の解消

新転任者研修
対象：市外から
の転勤者

校内研修への参加

対象：学校毎

ステージ別
研修会（初級・中級）

対象：希望者

個別研修会
対象：希望するグ

ループ等

目的
教員のＩＣＴ活用指導力の底上げを
図る研修の実施等を通じてＩＣＴ活用
指導力における教員間格差を解消する。

少人数によるきめ細やかな研修の実

施に努めています。

研修後のフォローアップにも努めております。
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ICT教育スーパーバーザー スキルアップアドバイザー
業
務
内
容

・New草津型アクティブ・ラーニングの啓発
・モデル授業の計画、実施、啓発
・モデル校の授業支援
・協働学習ソフトの活用研修の実施 など

・小中の連携を考えた草津市プログラミング教材の開発
・小中学校のプログラミング授業の支援（Viscuit,Scratch, Pepper,ドローンなど）

・プログラミング学習の研修の実施
・数学部会、技術部会との連携 など

基本目標３ （4）ICTスーパーバイザー、スキルアップアドバイザーによる指導力向上

小６ 理科 ９ｈ 物をもやすはたらき

中２ 理科 １５ｈ 生物の体をつくるもの

小６ 理科 ９ｈ 水溶液の性質（実施中）

１．モデル授業の収集 １．モデルプログラミングの収集

小１ 国語 へんとつくり Viscuiｔ

小２ 国語 スイミー Viscuit

小３ 国語 へんとつくり Viscuit

小６ 家庭 クリーン作戦 Scratch

中２ 数学 バブルソート Scratch

・小１～小６までの教科におけるプログラミング学習の収集と見直し。
・中学校は数学科、技術科におけるプログラミング学習の収集。

・各学年1事例を動画撮影す
る。
・授業動画を編集し、教育情
報化リーダー研修会にて内容
を検討する。

２．モデルプログラミングの啓発

３．プログラミング研修

教材共有ポータルサイトを通して、全教職
員に啓発する。

・New草津型アクティブ・ラーニングがめざす授業を先行実施。
・モデル授業を啓発し、授業イメージの定着を図る。

単元構成図の作成、授業動画の編
集、アンケート結果の集約などをま
とめ、研修資料を作成する。

２．New草津型アクティブ・ラーニングの啓発

・各種研修会での啓発
初任者研修会（新規採用職員）
夏季研修会（希望教職員）
スキルアップ研修会（採用３～５年目教職員）
学力向上マネジメント会議（学力向上担当教職員）
教育情報化リーダー研修会（ICT推進担当教職員）
モデル校での研修（草津第二小学校、草津中学校）

・教材共有ポータルサイトを通して、全教職員に啓発

・ミニ研修、スキルアップ研修

研修風景

教材共有ポータルサイト

３．成果 New草津型アクティブ・ラーニングがめざす授業を具体的な授業を通して教
職員に啓発することができた。
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